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There are very small number of ground-based observation techniques in the lower thermosphere, especially above around 100
km, although the region is a pronounced transition region in terms of the thermal structure, chemistry and dynamics. Radio
meteor echo measurement in a relatively low radio frequency such as MF is a possibility of atmosphere observation above 100
km. We have applied a conventional meteor wind measurement technique widely used in VHF to MF radar systems, and have
successfully obtained meteor winds up to 120 km altitude [Tsutsumi and Aso, 2005]. The observation has been continuously
conducted over Syowa station, Antarctica, since 1999. Based on the accumulated 15 years of data we try to estimate seasonal
behaviour of gravity wave activity in a wide height range of 65-110km.

南極の中間圏から下部熱圏における大気重力波の研究は、近年では電波および光学観測装置を用いて精力的に行われ
ている。レーダーを用いた中間圏領域の研究としては、Vincent (1994)による先駆的な研究がなされ、Dowdy et al.(2007)
によりさらに包括的な研究がなされている。しかし高度 95km程度より上の領域は極域に限らず観測手段に極めて乏し
く、下層から熱圏域に注入される重力波エネルギーを定量的に調べる事は困難で、重力波の詳細については依然として
不明点が多い。本研究では、MFレーダーを利用した流星観測手法を従来の風速観測手法と併用し、従来よりも上限高度
を引き上げた広い高度領域の重力波解析を試みる。
中間圏観測に広く用いられるMFレーダーでの信頼性のある風速観測高度域の上限は概ね 90kmである。また同様に広

く採用されている VHF帯の流星レーダーでも、重力波解析は 95km程度が最大高度となる。ところが、MFレーダーはそ
の低い運用周波数を活かした流星エコー観測を行うことで、背景電子密度の低くなる夜間を中心として最大高度 120km
程度までの風速観測が原理的に可能であり、我々は昭和基地 MFレーダーを用いて大気潮汐波を中心に解析を行ってき
た (Tsutsumi and Aso, 2005)。地磁気擾乱時やオーロラ活動度の高い時は電離層電子密度が高くなり、流星エコー観測は
困難となる制約があるものの、静穏日を中心として 1999年よりこれまで約 15年間のデータが蓄積されている。
重力波解析手法は、従来の風速時系列を使用する方法 (Vincent, 1994; Dowdy et al., 2007)に加え、Mitchell and Beldon

(2009)の提唱するより短周期の重力波解析手法を適用する予定である。これまでの初期解析において、１時間値の水平
風速データから品質の高いものを抽出し、従来手法を用いて周期 2-8時間の重力波成分の季節変化を、高度約 65-110km
の広い範囲において取り出すことができている。冬期極大となる顕著な季節変化を示す中間圏領域での活動度と比べ、高
度 100km以上では冬期極大は認められるものの季節変化は緩やかとなる傾向が見られる。講演ではより短周期の成分の
解析も併せて報告予定である。


